年　　月　　日
　様
採用時誓約書（秘密保持）
　私は、貴法人に採用されるにあたり、下記事項を遵守することを誓約いたします。
記
（秘密保持義務）
第１条　貴法人就業規則を遵守し、次に示される貴法人の業務上の情報、利用者及び関係者等の秘密並びに個人情報（以下「秘密情報」という。）について、許可なく、いかなる方法をもってしても、開示、漏えい又は業務目的以外の目的で使用しないことを約束いたします。
(１)　利用者の個人情報の保護
(２)　財務内容等に関する情報
(３)　貴法人の役員、職員(パート、嘱託職員等を含む。）、採用応募者等及び退職者の個人情報
(４)　前各号のほか、貴法人が特に秘密保持対象として指定した情報
（個人情報の保護） 
第２条　利用者の個人情報は、特に取り扱いに注意し、業務以外の目的に使用しないことを約束します。
（１）職員は、その業務上知りえた利用者またはその家族の個人情報については、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）その他関係法令等を遵守し、適正に取り扱うものとする。
　　 （２）職員は、その業務上知りえた利用者またはその家族の秘密を保持するものとする。
　　 （３）職員であった者に、業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を保持するため、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持する旨を、職員との雇用契約の内容とする。
　　 （４）事業所は他の通所支援事業所等に対して、利用者またはその家族に関する情報を提供する際は、あらかじめ文書により利用者またはその家族の同意を得るものとする。
（退職時の秘密情報の返還義務）
第３条　私は、貴法人を退職する場合には、その時点で私が管理し、又は所持している貴法人の秘密情報、利用者・家族の個人情報及び記録媒体の一切を、退職時までにすべて貴法人に返還し、返還以後は、私の手元には一切の秘密情報及び記録媒体が残存していないことを誓約いたします。
（退職後の秘密保持）
第４条　秘密情報については、貴法人を退職した後においても、開示、漏洩又は使用しないことを約束いたします。また、退職時には、本規定を確認するため、再度誓約書を提出いたします。
（損害賠償）
第５条　本誓約書の各条項に違反して、貴法人の秘密情報を開示、漏えい又は使用した場合、法的な責任を負担するものであることを確認し、これにより貴法人が被った一切の損害（社会的な信用失墜を含みます。）を賠償することを約束いたします。
　
（第三者の機密情報）　

第6条　私は、第三者が保有するあらゆる機密情報を、当該第三者の事前の書面による承諾なくして貴法人に開示し、又は貴法人に使用若しくは出願（以下「使用等」という。）させたり、貴法人が使用等するように仕向けたり、貴法人が使用等しているとみなされるような行為を貴法人にとらせたりしないことを約束いたします。
　（第三者に対する守秘義務等の遵守）
第7条　私は、貴法人に入社する前に第三者に対して守秘義務又は競業避止義務を負っている場合は、必要な都度その旨を上司に報告し、当該守秘義務及び競業避止義務守ることを約束いたします。
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